
令和７年度
学校の教育目標を踏まえた学力向上の重点目標

岩脇学校 校長 学力向上推進員

「学力向上実行プラン」

【各校の取組状況の把握について】

◎次の（１）～（３）をバランスよく取り組み、学力の向上を推進

（１）知識・技能の習得

（２）思考力・判断力・表現力等の育成

（３）主体的に学習に取り組む態度の育成

○発表の方法や手順が分かると意欲的
に学習に取り組むことができる。

●筋道を立てて考えたり、他人の意見と
自分の考えを比較して判断したりするこ
とが苦手な児童が多い。
●課題や目的に応じて表現したり、さら
に発展させて考えたりする力が不十分
である。

次年度における改善事項

児童生徒の状況（○よさ・●課題） 具体的目標（目指す子供の姿） 具体的方策（教員の取組） 中間期の見直し 達成状況（評価） 次年度における改善事項

○漢字の読みや簡単な計算は、繰り返
し取り組むことで習得できている児童が
多い。

●家庭での自主学習や読書時間が少
なく、語彙が少ないため、自分の考えを
表現することに苦手意識を持っている児
童がいる。

児童生徒の状況（○よさ・●課題） 具体的目標（目指す子供の姿） 具体的方策（教員の取組） 中間期の見直し 達成状況（評価）

・授業時間一杯学習に真面目に取り組
むことができる。
・目を見て、人の話を最後までしっかり
聞くことができる。

・進んで読書をすることができる。

・学年に応じた漢字の読み書きや言葉
の使い方を身につけることができる。
・基礎的・基本的な知識・技能を身につ
け、自主学習や日記等、他の学習や生
活場面でも活用することができる。

・「岩小っ子授業のルール」を念頭に、学習
規律の定着を図る。
・「う（うなずきながら）め（目を見て）ら（ラスト
まで）い（一生懸命）す（スマイル）」を意識
し、話の聞き方を見に付けさせる。
・読書時間を確保し、本に親しませる。
・視写、新聞やタブレットの活用等、学習活
動の多様化に努める。
・前時の復習や本時の振り返りを授業の中
に取り入れる。
・漢字の読みや計算練習等を定期的に繰り
返し行い、基礎的・基本的な力の定着を図
る。
・児童の学習理解に応じて個別指導を充実
させ、授業の流れや学習内容を視覚的に分
かりやすく提示する。

児童生徒の状況（○よさ・●課題） 具体的目標（目指す子供の姿） 具体的方策（教員の取組） 中間期の見直し 達成状況（評価）

○人の話をよく聞き、自らよく考え、進んで表現しようとする力の育成
仁木　博史

仁木博史（校長）・三原泉（教頭）・
入口和美（教務・１年）・鹿島順子（特別支援）・
島田紋子（学力向上・研修・４年）

・聞く態度を身につけるとともに、しっか
りと自分の考えを伝えることができる。
・課題や目的に応じて筋道を立てて考
え、理由や根拠を明らかにして考えを進
んで表現し、課題を解決することができ
る。

・授業形態の工夫をしたり、適切な助言や模
範等を示したりすることで、意欲的に意見を
伝え合うことができる環境を整える。
・考えたことを発表したり文章で表したりする
場を積極的に設ける。
・ペアやグループ学習を効果的に取り入れ、
話し合い活動の経験を重ねる。
・タブレット等を活用し、児童同士で情報を共
有したり比較したりすることができる活動を
取り入れる。

・５W１Hを意識させ、文章表現や発表内容
を組み立てる力を身につけさせる。

次年度における改善事項

研究授業（大研・小研）や職員研修等、様々な機会を捉え、取組状況の把握を行う。

○家庭学習や基本的生活習慣がおお
むね定着しており、与えられた課題につ
いては真面目に取り組む。

●自分から進んで課題を見つけて取り
組むことが苦手である。

・自ら課題を捉え、見通しを持って学習
活動に取り組むことができる。
・課題に対して、自分の問いや考えをも
ち、まわりの意見にも関心を示しなが
ら、考えを深めようとすることができる。
・自主学習等で苦手な学習にも粘り強く
取り組み、学力向上に努めることができ
る。

・課題を明確に示し、活動の目的をきち
んと捉えさせる。
・考えを整理する時間や意見を伝え合う
時間を確保し、ＩＣＴ活用等様々な表現
方法を用いることで主体的に取り組める
環境を整える。

・自主学習の掲示や見本を示すことで、
主体的に自主学習が進められるように
推進する。


